
令和８年度 市民・県民に誇れる コミュニティ・スクール上尾中 グランドデザイン

学校教育目標 【理念】 夢に向かって努力する生徒
１ 自ら学ぶ生徒 ２ 思いやりのある生徒 ３ 健康でたくましく生きる生徒

今年度の重点

【目指す生徒像】
〇真剣に学習に取り組む生徒
〇自分の意見や考えを表現できる

生徒

〇進んであいさつをする生徒

〇自分や友達を大切にできる生徒

〇健康でたくましい生徒

〇命を大切にする生徒

○自他の思いを尊重できる生徒

＜上尾中学校区 小中一貫教育＞

【目指す教師像】
○自らの人間性を磨き続ける教師

○質の高い授業で深い学びを導く教師

○生徒の心情を酌み取り生徒に寄り添

える教師

○自分に厳しく人に優しい教師

○生徒と共に学び、積極的にチャレン

ジできる教師

○ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽを大切にする教師

○法令順守、市民の期待に応える教師

＜教育公務員としての誇り＞

【目指す学校像】

静かで、きれいで、温かい 学校
◎確かな学力を育む学校 ◎地域と共にある学校

◎和やかで温かな学校 ◎はつらつとした学校

義務教育９年間を見通した教育課程の推進

＜いじめ防止、不登校生徒の減少＞

○生徒、保護者に寄り添った、きめ細かい丁寧な相談を行う。

○いじめの早期発見・早期対応、積極的に認知し、初期対応を組織

的に行い、早期解決に取り組む。

○警察、児童相談所等関係機関、

主任児童員等と連携を密にし

て、個々の状況に応じた必要

な指導・支援を行う。

＜市民・県民に誇れるコミュニティ・

スクール上尾中の取組を推進＞

○ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙとしての積極的な情報を発信する。

〇学校運営協議会と連携し、学校外の資源や人材を教育活

動に積極的に取り入れる。

○学習・情報センターとしての学校図書館を効果的に活用

する。

＜静かで、きれいで、温かい学校生活の維持・発展＞

○きれいな黒板、整った机、きれいな窓、ゴミのない床、

整った靴箱を維持する。

○生徒も教師も、進んであいさつ・返事を行う。

○教育相談委員会による組織的、継続的な不登校対策、家

庭と連携した不登校の未然防止

○豊かな人権感覚を育成する道徳、特別活動授業の推進

＜教職員の行動指針＞
・生徒に近い方から優先（子供が最優先）

・生徒の変化を感じ取る

・安全・安心を第一に

・いじめをさせない、許さない

＜主体的・対話的で深い学びを推進し、

生徒の未来につながる力の育成＞

○ＩＣＴ端末（デジタル）と紙（アナログ）の長所を活かし、

個別最適な学びと協働的な学びを積極的に進める。

○生成ＡＩを活用した指導方法の工夫を進める。

○デジタル・シティズンシップ教育を推進する。

○地域との連携を軸に、シティズンシップ教育を系統的に推進する。

【研究主題】 上尾中学校区小中一貫教育の推進、豊かな学習環境の整備

○義務教育９年間を見通した教育目標及び教育課程を計画推進する。 ○小中乗り入れ授業や児童生徒の合同活動などを取り入れる。

○デジタルとアナログのハイブリッドによる学習環境を整備し、個別最適な学びと協働的な学びを実現する。

表彰「全国中学生人権作文コンテ

スト学校賞受賞」

法務省・人権擁護委員連合会

＜働き方を見直し、持続可能で健全な職場を

職員総意で創る。（ウェルビーイング）＞

○計画的に休暇を取得し、積極的な健康管理を行う。

○自らのワークライフバランスを見直し、時間外在校等時間、月４５

時間以内に抑える。

○すべき行事、軽減する行事等を選別し、教育活動の見直し・改善を

進める。

友垣桜


